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1研究目的
1．看護職者の職業継続意思についての実態を調査し、
　現状を明らかにする
2．職業継続意思からキャリアアップするための支援
　を明らかにする
皿研究方法
1．調査対象：T大学病院に勤務する承諾を得られた
　　　　　　20歳代の看護職者270名
　調査期間：H15年7月25日（金）～8月4日（月）
2．調査方法：自作の質問紙による留め置き調査
3．調査内容：対象者の属性職業継続意思，自己啓発，
　　　　　　将来の展望
皿結果および考察
アンケート回収数は、242名（回収率89．6％）、有効回答
数は、227名（有効回答率84．1％）であった。
1．対象者の属性
　女性が223名（98％）を占め、未婚者がほとんどで
　あった。平均年齢は24．9歳で、最も多い年齢別は
　24～26歳107名（47．1％）であった。看護職者として
　の通算経験年数は、平均4年であった。
2．職業継続意思
　　1）「就業形態に関わらず何らかの形で継続した
　　　い」が最も多く98名（43．6％）であり、次いで「人
　　　生の転機に応じていったん離職するが、再就職
　　　を試みる」が66名（29．3％）であった。また、「定
　　　年まで継続」を合わせると全体の75％が看護職
　　　を継続したいと答えている。継続意思と希望部
　　　署との関係においては、希望部署に配置されて
　　　いる人のほうが、継続意思の高い人が多く、有
　　　意な差（P＜0．05）が認められた。この結果より、
　　　配置転換する場合には、個人が希望する部署で
　　　あることが示唆された。
　　2）辞職については、207名（91．2％）が辞めたいと
　　　思ったことがあると答えおり、その理由とし
　　　て、「自分の適性・能力への不安」が106名
　　　（16．2％）、次いで「自分の気力」が96名（14．7％）
　　　の順であった。年齢別に見ると、21～26歳は、
　　　「自分の適性・能力への不安」が最も多く、27
　　　～29歳は、「自分の気力」が最も多かった。一方、
　　　20前代であるにもかかわらず、「結婚・出産・
　　　育児」と答えたものは少なく、7名（Ll％）であ
　　　り、他施設と比較すると非常に少ない結果であ
　　　つた。
3．自己啓発
　1）学位・資格の取得は、95名（43．0％）が希望して
　　　おり、その内訳は、「ケアマネージャー」が最も
　　　多く、次いで「認定看護師」と続いており、資格
　　　を取りたいと考えていることが分った。
　2）キャリアアップの支障となっている要因は、
　　　「疲労」が最も多く163名（33％）、次いで「勤務
　　　が忙しい」が140名（28．3％）の順であった。職業
　　　継続と疲労との関係においては、継続意思の無
　　　い人に、疲労があると答えた者が多く、有意な
　　　差（P＜0．05）が認められた。
4．将来の展望
　　「他の施設に転職したい」が最も多く55名（242％）、
　「成り行きに任せたい」が38名（16．7％）の順であっ
　た。特に24～26歳では、「他の施設に転職したい」と
　いう結果が多く、20歳代看護職者が仕事を継続す
　るかどうかを考える時期だと考えられる。
1Vまとめ
　20歳代看護職者の75％が看護i職を継続したいと考え
ていることが明らかになった。しかし、「自分の適性・
能力への不安」から辞職したいと思ったことがある者
も多く、各個人の能力・学習ニーズに合わせた継続教
育として院内教育の充実を図っていくことが示唆され
た。また、キャリアアップの支障となっている要因と
して「疲労」や「勤務が忙しい」を挙げており、労働条
件の改善や、看護業務の見直しなど今後検討を要する。
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